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中山和彦先生から学んだこと
　2007 年 10 月 7 日（日）、筑波学院大学を会場に「スタディ実践報告会」、いわば内地留学経験者による『中

山和彦先生を囲む会』が開催されました。相模原市の笹川信行先生がきっかけを作ってくださり、熊本県、

富山県、愛知県、神奈川県、長野県、茨城県、栃木県、大阪府から、ＯＧ・ＯＢ生が久しぶりにつくば市に

参集し、30 人ほどの会となりました。内地留学生として学んだ場所や年度が違っていても、現在の自分の

生き方や指導のベースになっているキーワードが共通していることが認識され、あらためて中山先生の教え

の意義深さ、影響の大きさと広さが実感される会となりました。

「７＋４＝？」

　笹川信行先生の経緯説明につづき、長野県の成田

顕宏先生の開会の挨拶、参加者全員の近況報告のプ

レゼンテーションへと進行しました。後半では、筑

波学院大学の垣花京子先生、山野井一夫先生、信州

大学の東原など、大学関係者もスピーチをさせてい

ただきました。

　中山先生の超ショート講義では、「７＋４」を例

にした「子どもは正しく間違える」の懐かしい声色

で、お話を聞かせていただきました。

　７に４をたすとき、１１という正解を求められな

い子どもに多く見られる誤答は「９」であり、子ど

もがやるとおりに指を使って「７＋４」をやってみ

れば、その理由がわかる（写真参照）、その子なり

の理屈があって考えている、でたらめをやっている

わけではない、つまり「子どもは正しく間違えてい

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　お知らせ　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　ECO News は 101 号を迎えました。1988 年 4 月に、教育へのコンピュータ利用を目指す人々の情報交換ニューズレターとして発刊し、ここま

できました。これまでは、印刷物による配布と、21 世紀教育研究所のホームページでの公開との二本立てできましたが、101 号からは 21 世紀

教育研究所のホームページで公開することに致しました。また、広くその内容を伝えていくために、一部を再編集し、SSP のスタディシリーズ

のホームページに掲載することも検討しています。

　誌面の編集は ､ これまで通り、東原義訓、余田義彦両先生が交代で担当してくださいます。ECO News を通じて広く公開していただける実践

経験や、誌上で取り上げたい事項などがありましたら、お気軽に 21 世紀教育研究所 (econews@eri21.or.jp) までお知らせください。（中山和彦）

る」のだから、そこを手がかりに教えなければなら

ない・・・・　　　　　　　　　　　　　（次ページへ）
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　この「７＋４」を、それぞれの地域の教員研修等

で例題としているという方は、茨城県の森田充先生

をはじめ大勢いらっしゃいました。

　愛知県の橋本直子先生とＥＣＯ Ｎｅｗｓの仕事

をしてくださっていた赤井真理子さんに代表となっ

ていただき、中山和彦先生と順子先生に、感謝の気

持ちを込めて花束を贈呈させていただき、和やか

だった会は、記念写真の撮影でお開きとなりました。

　中山先生からは、「管理職で忙しいかもしれない

が、若い人をよく指導してください」とのメッセー

ジをいただきました。

　先生方のプレゼンテーションから、印象的な言葉

を拾ってみました。

■田川英明先生（相模原市）

　「子どものためになっているの？、子どもの側に

立って、子どもの理論で、子どもは正しく間違える」

など、中山先生の言葉がこびりついている。学校で

はいろいろ起こっているが、子どもの側に立ったと

き、すべてが理解でき、納得できる。

■笹川信行先生（相模原市）

　あの時は、チャイムが無い世界、没頭できる機会、

外から学校を見ることができる機会だった。誤答分

析、子どもの思考回路、認知心理学に関心を持った。

「子どもはみんな違う。家庭環境も。子どもひとり

びとりを」現場に戻って実感した。

■橋本直子先生（愛知県）

　私は中山先生のファンでして、先生の熱い語りを

聞かせていただくのが大好きです。涙が出てくるほ

どとても感動します。

■藤枝茂男先生（茨城県）

　場違いの所にやる気のないまま来た。しかし、な

めてたＣＡＩはそうでもなく、一人ひとりに温かい

ことにびっくりした。コンピュータと教師の情熱に

びっくりした。教育は科学だなあと思って、それ以

降は、「なんで？」と考えながら教育をやってきた。

■根本光子先生（茨城県）

内地留学していたころより、平均年齢は 10 ～ 20 歳も増大しています。

　「内地留学」、あの時のことを思えばなんでもでき

る。チャレンジ、常にチャレンジ。

■大塚隆幸先生（茨城県）

　つくば市の発展とともに学校のコンピュータは充

実してきた。激変してきた。内地留学によって、子

どもたちに考えさせていく過程を重視することを

知った。

■桜井規雄先生（茨城県）

　「コンピュータを使って救われる子どもが、一人

でも、二人でもいれば、使うことに意味がある」。

これを聞いて、自分の教育の考えが変わった。

■立野健二先生（茨城県）

　中山先生が、子ども一人ひとりを育てる教育の理

想とコンピュータとを結び付けようとしていること

を知って、自分はオタクではなく、教育のプロとし

て可能性を試しているんだというモチベーションで

取り組んだ。

■尾崎吉彦さん・高木富士雄さん（シャープ）

　このプロジェクトがこんなに続いている。社内で、

これだけ継続してその仕事だけでやってこられた人

はいない。

★今回は、紙面の都合で前半の方のみの紹介となり

ました。お許しください。     （文責：東原義訓）

プレゼンする森田充先生（茨城県）
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画面と対話しながら学べる、いろんなシーンで学べる

インタラクティブスタディVer.3を新発売

　「インタラクティブスタディ」が、先生方から

頂きましたご意見・ご要望と、端末機の Windows 

Vista OS への対応により、新製品 Ver.3 に進化しま

した。

■個に応じた指導に必要な学習者の理解度がさらに

把握しやすくなりました！

　前号（ECO News 100 号）での臼井先生のご意見

にもありましたように、理解度・問題の適正度をさ

らに把握しやすくするため、S-P (Student-Problem 

score table) 表に学習者の理解度を示す S曲線、問

題の適切度を示す P曲線の表示を追加しました。

S-P 表画面に S曲線、P曲線を表示

■授業の準備が短時間で、より簡単に！

　より簡単に授業で活用していただくための、３つ

の機能が加わりました。

①カンタンみんなでスタディ

　先生がログインすることなくクラスと教材を選ぶ

だけで、簡単に授業を行うことができます。名簿作

成が自動的に行われるので、初めて「スタディサー

バ for Web」をお使いになる場合や、年度初めの名

簿の準備が整っていない場合などに、すぐに授業で

ご利用いただけます。

②かんたんログイン

　学年、組、番号を候補リストから選択するだけで

ログインすることが可能になりました。キーボード

を使った文字入力に不慣れな子ども達も簡単にログ

インして学習が行えます。設定により、パスワード

入力を設けることも可能です。

③スタディノートと名簿連携

　スタディシリーズの教育用グループウェア「スタ

ディノート Ver.7」の名簿を、そのまま「スタデ

ィサーバ for Web Ver.3」の名簿としてご利用いた

だけます。「スタディノート Ver.7」側で名簿の更新

を行うと、「スタディサーバ for Web Ver.3」の名

簿に自動的に反映されますので、名簿の一元管理を

行うことができます。(V7.0B以降のバージョンの「ス

タディノート Ver. ７」が必要です )

■これまでのデータを有効活用して教材作成！

　「スタディライター for Web Ver.3」はフロー

チャートを書く感覚で「スタディサーバ for Web」

で使用する教材を作成することができる教材作成支

援システムです。

① Excel データから教材の自動作成を行う CASA 機

能に加え、PowerPoint データを WMF/EMF 形式に保

存したファイルを教材に変換できるようになりまし

た。これまでに作成したデータを有効活用して、教

材を容易に作成することができます。

②画面の印刷機能により全画面のサムネイル印刷が

可能となりました。教材のマニュアル作成や全体像

の把握がしやすくなります。

③教材の改訂を効率よく行なっていただくための機

能として、教材内の全文検索・置換機能が新しく追

加されました。

　製品の詳細につきましては、スタディシリーズの

ホームページ (http://www.study.gr.jp/)、または、

シャープシステムプロダクト (03-3267-4656 / 06-

6625-3233) までお問合せ下さい。



4

E C O  N e w s  (Educational Computing Newsletter)     No. 101           2007.11

Ｓｔｕｄｙ２１　個別学習用に２年生向けの教材が登場！
株式会社東大英数理教室　　http://tek.jp/study21/　

Ｓｔｕｄｙ２１シリーズはおかげさまで発売開始から２年となり、これまでに個別学習用３５単元・提示用

２５単元を発売させていただくことができました。今回はその中から、新たに加わった２年生の個別学習用

教材「たし算とひき算のひっ算」を例にＳｔｕｄｙ２１の特長をご紹介いたします。

■Ｓｔｕｄｙ２１ 教材紹介

　　　　　　　　 「たし算とひき算のひっ算」

　Ｓｔｕｄｙ２１ 個別学習用は、「じゅんびたいそ

う」「力だめし・にがてクリア」「れんしゅう」「テスト」

「チャレンジ」の５つのブロックで構成されていま

す。

・じゅんびたいそう

「じゅんびたいそう」ではその単元に関連する既習

事項の確認を行います。

低学年の児童にとってこのブロックが長いと、飽き

てしまったり、本単元の内容がぼやけてしまったり

しがちです。そういった児童の実態に合わせて、「た

し算とひき算のひっ算」では問題数を抑え、問題の

内容も基本的な問題を設定しています。

・力だめし・にがてクリア

Ｓｔｕｄｙ２１の各教材には１０～１４の学習目標

が設定されています。「力だめし」では各目標にそっ

た問題が出題され、その目標の達成度に応じて自動

的に「にがてクリア」と呼ばれる補充学習を行うコー

スに進みます。

補充学習を行うコース（補充コース）では、図１の

ように、子どもたちの考える過程に合わせて質問し、

その応答によってメッセージや進む画面が違ってき

ますので、個々の実態や考え方に応じた学習が可能

です。

　

・れんしゅう

　「力だめし・にがてクリア」ブロックで補充コー

スに進んだ回数に応じて、練習問題「１５問コース」

「１０問コース」「５問コース」に自動的に進みます。
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低学年向けのコースでは、よりコースをイメージし

やすくるすために、「１５問コース」→「どんどんコー

ス」、「１０問コース」→「しっかりコース」、「５問コー

ス」→「じっくりコース」とコース名をつけています。

・テスト

　Ｓｔｕｄｙ２１では、プレテスト（力だめし）と

ポストテスト（テスト）を実行しており、下図のよ

うに、どれだけ学習効果があったのかを一目で確認

することができます。これは各教材で、それぞれ行

われております。

・チャレンジ

低学年の場合、計算の得意な児童などは、早く進み

すぎて次に何をやってよいのか分からないという状

況がよく見られます。このような場合に備えて、Ｓ

ｔｕｄｙ２１では、数段階のチャレンジ問題を用意

しています。まず教科書の中の比較的難しい問題か

ら始め、徐々にレベルアップし、ほぼどんなに高い

レベルの児童でも丁寧に対応する仕組みになってい

ます。

■Ｓｔｕｄｙ２１　製品ラインナップ　　　　　（個…個別学習用　　　提…提示用）

学年 単元名 個 提 学年 単元名 個 提

２年

たし算のひっ算 ○ -

５年

小数と整数 ○ ○

ひき算のひっ算 ○ - 小数と整数のかけ算・わり算 ○ ○

１００より大きい数 ○ - 分数のたし算とひき算 ○ ○

たし算とひき算のひっ算 ○ - 小数のかけ算 ○ ○

１０００より大きい数 ○ - 小数のわり算 ○ ○

３年

時こくと時間 ○ - 面積の求め方 ○ ○

わり算 ○ - 割合 ○ ○

たし算とひき算 ○ -

６年

倍数と約数 ○ ○

あまりのあるわり算 ○ ○ 分数のたし算とひき算 ○ ○

大きな数 ○ - 単位量あたりの大きさ ○ ○

かけ算の筆算（１） ○ ○ 分数と整数のかけ算・わり算 ○ ○

重さ ○ - 分数のかけ算とわり算 ○ ○

かけ算の筆算（２） ○ ○ 体積 ○ ○

４年

わり算の筆算（１） ○ ○ 比 ○ ○

小数 ○ ○ 比例 ○ ○

分数 ○ ○ 　個別学習用 ･単元別　　　　　　　各７，３５０円

わり算の筆算（２） ○ ○ 　提示用・単元別　　　　　　　　　各５，２５０円

がい数 ○ ○ 　個別学習・提示セット単元別　　各１０，５００円

式と計算 ○ ○ 　お得な全単元セットもあります。

面積 ○ ○ 　

※各製品は「スクールライセンス」での提供です。同一施設内の全コンピュータでお使い頂けます。

　東京都日野市では、「ひのっ子２１開発委員会」の小学校部会が、Ｓｔｕｄｙ２１を活用して、イン

タラクティブスタディによる効果的な指導方法の開発・普及の研究を実施しています。また、学習記録

を分析して、その結果を教材の改善に役立てる産学共同研究も行われています。教材数が充実してきた

Ｓｔｕｄｙ２１ですが、あわせて学習記録の分析に基づく教材のさらなる改善が期待されています。

　改善に関するご意見などはプロジェクトリーダの東原（higashi@shinshu-u.ac.jp）まで、およせく

ださい。
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【編集後記】　教育におけるコンピュータ利用をとりまく環境が転機を迎えているようです。最近、著名な月刊

誌が休刊となりました。しかし、スタディはバージョンアップ、教材の増大と、発展し続けます。（東原）

「基礎学力向上」支援教材　Super Progress

■実際の出題から単元を選定

　本年 4 月に行われた「全国学力・学習状況調査」

に出題された問題を分析し，小学算数・中学数学あ

わせて４０ページにわたる分析表を作成いたしまし

た。この分析表（表１）に基づいて進学会システム

「Super Interactive School V2.5」より単元を選定

しております。

■算数 ･数学は３大分野を網羅

　算数・数学における３大分野と言える「計算」，「関

数」（小学校版は「割合」），「図形」の範囲からバラ

ンスよく単元を選定して，学力向上に必要な知識を

無駄なく身に付けられる構成になっております（右

画面）。

■国語力向上に欠かせない基本分野を網羅

　国語力の向上に欠かせない基本分野である「読

解」，「言葉・文法」，「漢字」（中学校版の「読解」

分野は現代文と古典をカバー）の範囲を網羅し，目

的に合わせた基礎力を身に付けることができます。

　平成 19 年 4 月より，全国の小中学校で「全国学力・学習状況調査」（通称「全国統一学力テスト」）がスター

トしました。このたび進学会システムでは，このテストで要求される「基礎学力向上」を支援する教材として，

“Super Progress”をリリースいたします。誤答に対する解説＆類題演習により，児童・生徒自らが進んで

学習できる教材となっております。（進学会システムホームページ　http://www.shingakukai.co.jp/soft/）

 表１　調査問題の分析

小学校用算数教材の例

(
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